






























4月 10日J警察庁発表)。災害関連死の 2，303人(平成 24年 9月復興庁発表)を合わせると 2万人
を越える。一般に、巨大地震では早期から外傷と挫滅症候群が重症の多くを占めるとされ、 1995
年1月に起きた阪神淡路大震災でも死者の80%にあたる約5，000人が建物の倒壊により死亡した。
















ていなしリのは 83.5%に上った。登録されていた 8人のうち、実際に援助が得られたのは 2人で
あった。
































ては、固定電話よりは携帯電話、携帯メールや Webメール、さらに 1P電話やSN S (ツイッタ
一、 FaceBook、ミクシーなど)などがよく繋がったと聞く O お母さん達の携帯メールによる連絡
網も大きな役割を果たした。





















































































































































































































































5側、親戚・知人宅へ避難したのは 28目、避難所へ避難したのは 10協に過ぎ、なかった口 16年後の東
日本大震災でも、これは変わることがなく、避難所へ避難したのは 14%であった。障害児のいる
ご家庭のほとんどは夜間の吸引音や騒いでしまう子どもの声に気を遣い、避難所ではなく自家用
車などで寝泊りをしていた。
医療が必要な子どもたち 80人の家族を対象としたアンケート調査では、「近くの指定避難所を
知っている」のは 83%、「福祉避難所という言葉を知っているJのは 37%、「近くの福祉避難所が
どこにあるかを知っているJのは 13%、「今回の震災で福祉避難所を利用したJのは 0%であった。
また、アンケートでは、普段通いなれた支援学校や福祉施設が福祉避難所として機能すること
を59%の家族が希望している。石巻の福祉施設ひたかみ園は海岸に近かったにも関わらず災害を
免れ、多くの障害児者が避難してきた。いわば自然発生的に出来た福祉避難所で、障害児者向け
の情報がここへ集約された。被災初期の段階で、例えば二次避難所として支援学校や福祉施設が
そのまま機能できるよう整備することは行政の重要な課題である。
福祉避難所を制定する上で大切なことがある。高齢者と障害児者のニーズは違うので、防災の
準備をする避難所も高齢者と障害児者で分けて考えるべきである。また、利用者一人ひとりに「あ
なたはどこへ避難しますか」と問し1かけ名簿を作り、対象となった施設や学校は名簿にある方の
ニーズにあった救援物資を備える。福祉避難所の指定だけに終わらず、顔の見える関係性を地域
に作り、普段からのつながりを構築することが重要なのである。その理由は、今回の大震災を経
験した多くの人がこう感じているからだ。「緊急時だけのための防災は役に立たなかった、普段か
らのつながりがもっとも災害時の支えになった。」
7. 地域医療レスパイトの整備と拡充
避難所や親戚宅で肩身の狭い思いをしているご家庭が、生活を立て直すために一時でも子ども
を預かることができたらと考え、レスパイト入院を打診した。しかし希望される方は多くはなか
った。石巻から拓桃医療療育センターまでは車で 2時間くらいかかる。「ここでの生活は大変だけ
ど、いま離れたら二度と子どもと会えない気がして...Jというお母さんの言葉を聴いたとき、自
分の考えの浅はかさに気付いた。地元での医療レスパイトなどの援助をもっと日頃から考えてい
かなければならない。各圏域での医療レスパイトの整備と拡充は、医療行政の急務である。
? ??
8. 普段のネットワークづくりが災害時対策
災害時の備えは、毎日の生活の安心につながる。これらは、医療、福祉、行政、家族がそれぞ
れ単独では構築しえないものであり、各分野が協力しあって作り上げていくものである。こうい
った普段からの支援ネットワークづくりが、実は災害対策なのである。
被災地を震災前の状態に戻す「復旧Jではなく、これまで暮らしていた中で不足していた社会
資源や意識改革をも加えながら障害者が当たり前に安心して暮らせる街づくりや支援ネットワー
クづくりを行う「復興JへD そして、私たちが遭遇した経験を活かし、子どもたちを守る知恵と
工夫を集め、今度は「支援する立場」になりたいと願う。
X.愛情をもって真剣に語り継ぐこと
三陸地方は近代になってからも、明治 29年の明治三陸津波、昭和 8年の昭和三陸津波、昭和
35年のチリ地震津波と 3回もの大規模な津波に襲われている。生き残った人々が津波の教訓を後
世に残そうと努力してきたことが朝日新聞(平成24年 1月 26日付け)に紹介されていた。
歌津に住む千葉光ーさん (89) のお母さまは「なみJという名前で、明治三陸津波のとき祖母
のおなかの中にいた。家族を失い悲しみの中にいるとき生まれた赤ちゃんに「なみ」と名づけ、
子孫に津波への対策を怠らぬように願いをかけたそうである。光ーさんは伊里前小学校で、明治の
津波を語り継ぐ活動の中で、「なみJさんの名前の由来や逃げ方を子どもたちに教えてきた。海岸
から 900mの距離にあった伊里前小学校では今回の津波の犠牲者はいなかった。
光ーさんはいう、「防災ってやつは難しいよ。海をコンクリートで固めても人は守れない。親や
地域がどこまで真剣になって子に語り継げるか。結局は愛情の問題なんだよ。J
私たちが経験したこの苦難を真剣に語り継ぎ、災害への備えを重ねること、それが生き残った
私たちの使命でもあると思う D
Post traumatic growthという言葉がある。私たちはこの困難のあと、それをばねに成長する
ことができる O 生きるのに医療が必要な子どもや家族の安心のために、私たちはこの子どもたち
の生活をもっとよく知り、地域で支えている方々とよくつながりあい、支援のネットワークを強
くしていきたい。負の遺産を正の遺産に変えていくのは、私たちが協力しあうところから始めら
れると信じる。
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